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　近年，小児医療・療育を利用する子どもとその家族にとって，身体的な改善のみならず，心理・社会的
な支援の重要性が増し，子どものこころ専門医制度など，よりよいサービスの提供に向けて，さまざまな改
革がすすめられています．本書は，まずは，現場で初めて働く心理職を想定し，現場に出る前に基本的に
身につけておきたい「知識」「技術」「態度」を整理して伝えるテキストとして企画しました．
　その特色としては，
　1）知識を網羅的に示すのではなく，まず身につけておきたい，重要なポイント，心得をわかりやすく示す．
　2）現場でさまざまな問題に取り組むときに参考となる図書，教科書・テキスト，ホームページなどを掲載し，   
　　 勤務が始まってからも活用でき，その後の自己研鑽，問題解決に結びつく情報の入り口を示す．
　3）小児医療・療育の現場で，施設内外のさまざまな専門家とのチーム，協働を意識した内容とする．
　また，心理職だけではなく，本学会会員が小児医療・療育において心理・社会的支援を実践するうえで
も役に立つ内容になることを目指して，学会機関誌の特別企画（増刊号）と位置づけました．
　終わりのない研鑽の道の入り口として，この本がお役に立てば幸いです．　　　　　 （まえがきより抜粋）
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